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Ａ．研究目的 

野生動物の寄生虫について、筋肉に寄生

して喫食者の健康危害となり得るものとし

て、イノシシやシカのウエステルマン肺吸

虫（幼虫）、トキソプラズマ、住肉胞子虫

類、マンソン孤虫、クマの旋毛虫（トリヒ

ナ）が既に明らかとなっている。しかし、

これまで国内土着はないとされていた重要

な人獣共通寄生虫である有鉤条虫が近年に

なって長野県のイノシシから検出されるな

ど、野生鳥獣の保有する寄生虫には未解明

な部分が残されている。加えて、国内の人

の旋毛虫症の集団発生はこれまでいずれも

クマ肉が原因であったが、野生動物におい

て旋毛虫が確認されている東北地域以北へ

とイノシシが生息域を拡大しており、今後

イノシシにおける旋毛虫の監視が必要と考

えられる。このことから、特にイノシシに

ついて、各地域の処理施設等から検体を得

て、保有する寄生虫の種類と流行程度を把

握するため調査を実施した。また、高級ジ

ビエとして取引されるアナグマ肉は、九州

地域での解体数が全国の 7割を占めること

から（農林水産省野生鳥獣資源利用実態調

査 令和 4年度 食肉処理施設での解体数: 

全国 928頭、うち九州 684頭）、同地域の

研究要旨： 

イノシシを介した人体寄生虫として重要である有鉤嚢虫、旋毛虫、トキソプラズマについ

て、7県（宮崎、福岡、愛媛、和歌山、千葉、新潟、山形）由来のイノシシの心臓 263件を

検査し、全例がいずれの寄生虫も陰性であった。ただし、消化器症状を起こす可能性が考え

られる住肉胞子虫は 18.3%が陽性であった。またアナグマにおいても 70%が住肉胞子虫陽性

であったことから、野生獣肉の喫食に際してはやはり加熱は必要であるとする疫学情報が補

強された。 

シカではほぼ 100%の個体に何かしらの種の住肉胞子虫の寄生を認めるが、一部の種につ

いて母子感染する可能性が示唆され、シカにおける高率な寄生状況に関与していると考えら

れた。 

過去に甲信越地方のイノシシから検出された有鉤嚢虫の分子解析により、これらは最近に

なって日本に侵入してきたものではなく、長らく国内、特に甲信越地方で局所的に維持され

ていた土着の寄生虫である可能性が示唆された。 

野生動物で流行のみられる人獣共通寄生虫である肝蛭について、ヒト患者由来の肝蛭が、

地域や動物種を超えて国内に蔓延している集団に属することが示され、ヒトの感染防止のた

めには野生動物の肝蛭保有状況に注意が必要であると考えられた。 

近畿地域のニホンジカの肝臓血管からオンコセルカ科の Elaeophora elaphi を検出し、

分布拡大傾向がみられることを示した。 
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アナグマを対象に各筋肉の寄生虫保有状況

を調査した。 

 

Ｂ．研究方法 

寄生虫の探索を目的に、昨年度とあわせ

イノシシの心臓を宮崎県で 41検体、福岡県

で 50検体、愛媛県で 20 検体、和歌山県で

57 検体、千葉県で 56検体、新潟県で 31 検

体、山形県で 8検体収集した。またアナグ

マについて、福岡県で全身検体として 10 頭

を入手した。 

有鉤嚢虫の検査としてイノシシ心臓の外

貌を肉眼的に検査したのち、細切しながら

内部を検査した。有鉤嚢虫、旋毛虫および

トキソプラズマの検査として HE染色した病

理組織学的標本を作製した。また旋毛虫検

査として人工胃液による消化法による検査

も実施した。アナグマの住肉胞子虫の検査

として、同様に筋肉を HE 染色した病理組織

学的標本を作製し、寄生の有無と数を評価

した。 

シカに寄生する住肉胞子虫の母子感染に

ついて検討するため、エゾシカの胎児およ

び胎盤 13検体、ニホンジカ 4検体、エゾシ

カの乳房組織 24検体を得て、各組織から

DNA を抽出し、住肉胞子虫の分子学的検出

を試みた。 

国内の有鉤嚢虫について、2023年に甲信

越地方で検出されたイノシシの事例 2件に

ついて、核 DNAマーカー(rpb2、pepck、 
pold、Ag2 )およびミトコンドリア DNA全長

配列の解析を行った。甲信越地方におい

て、家畜保健所を通じジビエ関係者に対し

て、嚢虫症を疑う病変探知時に報告、検体

送付を呼びかけるチラシを作成、配布し

た。 

国内に分布する肝蛭の集団遺伝学的特徴

を評価するため、昨年度入手した動物由来

肝蛭に加え、大阪の人患者由来肝蛭および

和歌山県のシカ由来肝蛭を入手し、ミトコ

ンドリアゲノムを解析した。 

近畿地域のニホンジカの肝臓血管に寄生

する大型の線虫を同定するため、三重県の

4頭、奈良県の 2頭、京都府および岐阜県

の各 1頭から合計 26隻の線虫を得た。形態

学的に観察を行ったのち、7つの遺伝子領

域（18S、28S、hsp70、myohc、rbp1、
cox1、12S）を解読、分子系統解析を行っ

た。 

 

（倫理面への配慮） 

該当なし 

 

Ｃ．研究結果 

7県由来のイノシシ心臓 263件につい

て、解剖検査（有鉤嚢虫）、病理組織学的検

査（有鉤嚢虫、旋毛虫、トキソプラズマ）、

人工消化法（旋毛虫）のすべてで全例が対

象寄生虫陰性であった（表１）。また同検体

のうち、合計で 48 件（18.3%）が住肉胞子

虫陽性であった。 

アナグマの住肉胞子虫は、10検体のうち

7件が陽性であった。さらに、部位ごとの

寄生状況（寄生密度）を評価したところ、

主たる可食部位として利用される肩や大腿

において他の部位に比べてやや高い傾向が

みられた（表 2）。一方で陽性検体であって

も心筋には寄生を認めなかった。 

シカの母体および胎児の組織の分子学的

検査により、胎盤および、胎仔の骨格筋、

血液、糞便、腎臓から Sarcocystis 
japonicaおよび S. cf. tarandiの DNAを

検出した。また乳房組織からは S. 
japonica、S. cf. tarandi、および Type 4 

Sarcocystisの DNA が検出された。 

甲信越地方で検出されたイノシシの有鉤

嚢虫について、核 DNA マーカーは既報の有

鉤嚢虫の配列と 99.8%以上の相同性を示し

た。一方で、ミトコンドリア DNA配列はこ

れまで報告のあるアジア型、ブータン型、

アフリカ型のいずれとも大きく異なる遺伝

子型であった。また同地方において追加の

検体入手を目的にジビエ関係者に対して探

知時の報告、検体送付を呼びかたが、今年

度の報告数は 0件であった。 

肝蛭の集団構造解析について、患者由来

肝蛭は Fasciola hepatica を母系等とする

集団に含まれる肝蛭であり、地域や動物種

を超えて伝播している可能性が考えられ

た。また大分のイノシシ由来の肝蛭は、F. 
hepatica系統ではあるものの、分子生物学
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的に国内の主集団（ヒトのほか、シカや牛

からも検出）とは異なる系統であった。 

ニホンジカの肝臓血管より得た大型の線

虫ついてオンコセルカ科の Elaeophora 
elaphi の同一系統と同定した。分子系統解

析ではダニ類媒介性のオンコセルカ亜科と

の近縁性が示唆された。 

 

Ｄ．考察 

イノシシの筋肉（つまり可食部）に寄生

し、人の寄生虫症をおこし得る有鉤嚢虫お

よび旋毛虫、トキソプラズマの 3種は、豚

においては屠畜場法において全廃棄となる

公衆衛生上極めて重要な寄生虫である。今

回、日本の中部から西日本のイノシシを中

心に調査を行ったが、少なくとも喫緊のリ

スクがある状況とは言えなかった。ただ

し、低感染率の病原体の正確な疫学調査と

しては検体数が依然として不足するため、

特に他の動物で流行のみられる東北地方に

おいて、追加の調査が求められる。 

住肉胞子虫はイノシシ 263検体のうち

18.3%が陽性であった。過去の報告ではイノ

シシの住肉胞子虫の陽性率は概ね 50%ほど

とされており、本調査の結果はやや低率で

あった。またアナグマにおいても、7割の

検体が住肉胞子虫陽性であった。アナグマ

の住肉胞子虫については症例報告があるの

みであったが、本調査により高率に流行し

ている可能性が示唆された。これらの住肉

胞子虫について、食中毒原性に関する精査

が必要であるものの、ウマやシカの住肉胞

子虫の状況を加味し、これらの肉の喫食に

際してはやはり加熱は重要であると考えら

れた。 

シカの住肉胞子虫の伝播経路として、従

来から知られる終宿主糞便中のスポロシス

トを介した水平感染の他に、S. japonica
および S. cf. tarandiについては感染した

母体から血液を介した胎盤移行による母子

感染の可能性が示唆された。また S. 
japonica、S. cf. tarandi、および Type 4 

Sarcocystis については、乳房組織を経て

乳汁に拡散し、経口的に若齢の仔ジカに感

染する可能性が示唆された。このような伝

播経路を有することで、シカにおける高率

な住肉胞子虫の保有状況が維持されている

と考えられた。 

甲信越地方のイノシシから検出された有

鉤嚢虫の分子解析により、これらは最近に

なって日本に侵入してきたものではなく、

長らく国内、特に甲信越地方で局所的に維

持されていた土着の寄生虫である可能性が

示唆された。引き続き、甲信越地方を中心

に検体の収集を目指す。 

ヒト患者由来の肝蛭が、地域や動物種を

超えて国内に蔓延している集団に属するこ

とが示され、ヒトの感染防止のためには野

生動物の肝蛭保有状況に注意が必要である

と考えられた。 

ニホンジカの肝臓血管より得た線虫が E. 
elaphiと同定され、過去には和歌山県から

報告があるのみであったことから、近畿地

方とその近県で分布拡大傾向がみられ、生

活環の解明とさらなる流行状況の把握が求

められた。また、ヨーロッパに分布する同

属の線虫である E. schneideri はシカ類に

血管炎や脳炎を起こすことから、本種の寄

生が鹿肉に異常を生じさせないかなど病原

性に関する知見の収集が重要である。 

 

Ｅ．結論 

公衆衛生上重要であるイノシシの可食部

の寄生虫について、有鉤嚢虫、旋毛虫、ト

キソプラズマは現時点では国内に高度蔓延

はしていないであろうことが示唆された。

引き続き調査地、検体数を増やし、流行状

況について精査していく。 

住肉胞子虫については、既報の通りイノ

シシで保有が確認されたことに加え、高級

ジビエであるアナグマにおいて高度な感染

状況が明らかとなった。ウマやシカの住肉

胞子虫のように食中毒原性を有するか評価

が必要である。 

野生動物の保有する寄生虫による人への

危害として、獣肉の喫食に起因する感染症

等だけでなく、寄生虫の生活環で人が活動

することにより、野生動物によって維持さ

れる動物由来寄生虫に感染することも危惧

される。動物間で流行が見られる肝蛭は、

汚染された環境（直接の原因は野草）を介

して人の感染リスクとなる。また現時点で
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は人への感染有無や伝播経路が未解明であ

るがシカの Elaeophora属糸状虫など、寄生

虫の生活環が維持される環境に立ち入るこ

とになる狩猟者や加工者などにリスクがあ

るかもしれない。このようなリスクを正し

く理解するためにも、今後も調査と情報提

供が重要である。 

 

Ｆ．健康危険情報 

なし 
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表 1 イノシシの寄生虫の検査結果一覧 

 

 

表 2 アナグマの筋肉ごとのシスト密度（3頭の平均） 

 

 

 

 

 

 

 

 




